
【
質
問
】

　
10
月
12
日
に
県
議
会
で
農
林
水
産
業
に
従
事
す
る
女
性

４
名
と
の
意
見
交
換
に
て
、
林
業
従
事
者
の
女
性
は
、
重

労
働
と
処
遇
が
見
合
っ
て
い
な
い
、
樹
木
の
高
さ
の
測
定
は

マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
が
委
託
料
が
安
い
な
ど
、
林
業
の

抱
え
る
課
題
を
伺
っ
た
。
ま
た
、
女
性
が
働
け
る
職
場
と

し
て
着
替
え
や
ト
イ
レ
な
ど
の
配
慮
も
必
要
だ
と
訴
え
て

い
た
。
後
日
、
そ
の
女
性
が
働
く
美
山
森
林
組
合
の
作
業

現
場
を
視
察
し
た
際
に
、
出
荷
の
Ｃ
材
Ｂ
材
の
価
格
が
低

い
、
成
長
が
早
い
早
生
桐（
ソ
ウ
セ
イ
ギ
リ
）や
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
の
植
栽
に
対
す
る
支
援
が
な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
も

伺
っ
た
。
林
業
分
野
で
働
く
女
性
へ
の
支
援
と
、
植
栽
へ
の

支
援
拡
大
へ
の
ふ
く
い
型
林
業
の
推
進
な
ど
、
今
後
の
県
の

方
針
を
伺
う
。

【
答
弁
】（
副
知
事
）

　
「
儲
け
る
林
業
・
稼
げ
る
林
業
」
の
実
現
に
向
け
、
若
者

や
女
性
な
ど
多
様
な
人
材
が
働
き
や
す
く
、
活
躍
で
き
る

就
労
環
境
の
整
備
が
重
要
。
女
性
の
就
業
者
か
ら
の
環
境

改
善
の
声
に
は
し
っ
か
り
対
応
す
る
。
ま
た
境
界
確
認
等

を
デ
ジ
タ
ル
の
力

を
使
う
林
業
Ｄ
Ｘ

の
推
進
や
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
を
進
め
る
こ
と

で
、
安
全
性
の
向
上
、
労
働
の
身
体
的
負
荷
を
軽
減
し
、

生
産
性
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
更
に
支
援
し
た
い
。

　
本
県
独
自
の
林
業
整
備
の
方
向
は
、
主
伐
・
再
造
林
・

保
育
を
進
め
る
「
大
き
な
林
業
」
と
、
山
村
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
「
小
さ
な
林
業
」
を
両
輪
と
す
る
「Fukui 

Forest D
esign

」
の
考
え
方
で
山
の
価
値
を
最
大
化
し

た
い
。「
大
き
な
林
業
」

は
、
ふ
く
い
型
林
業
経

営
モ
デ
ル
で
福
井
に
適

し
た
成
長
の
早
い
苗
木

の
導
入
、
効
率
的
な
主

伐
・
再
造
林
と
Ｂ
材
工

場
の
誘
致
に
よ
っ
て
県

産
材
の
供
給
と
需
要
を

拡
大
し
、
市
場
全
体
の

底
上
げ
を
図
り
た
い
。

福井県議会議
員

福井県議会議
員

　
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

て
か
ら
、
経
済
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
活
動
が
一
気
に
復
活
し
、

私
も
地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
少
し
ず
つ

戻
っ
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
３
月
16
日
に
は
北
陸
新
幹
線
福
井
敦
賀
開
業
を
迎
え
、
全

国
で
福
井
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
観
光
客
だ
け
で

な
く
大
き
な
全
国
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
平
日

も
多
く
の
人
が
福
井
を
訪
れ
ま
す
。
議
会
で
は
観
光
誘
客
や
二
次
交

通
の
議
論
も
多
か
っ
た
中
で
、
福
井
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
私
が
ず
っ
と
質
問
を
続
け
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
す
べ
て
が

整
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
外
か
ら
の
お
客
様
へ
の
お
も

て
な
し
の
心
は
準
備
万
端
で
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
！

　
県
政
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
想
い
と
行

政
政
策
が
離
れ
て
い
か
な
い
よ
う
必
死
に
議
会
で
奮
闘
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
今
年
も
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
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【
質
問
】

　
県
内
で
も
９
月
以
降
ク
マ
の
出
没
が
相
次
い
で
い
る
。

本
県
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
計
画
は
、
鳥
獣
保
護
法
に
基
づ

く
「
第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
」
を
策
定
。
し
か
し
、
こ

の
第
一
種
計
画
は
、
法
律
上
「
生
息
数
が
著
し
く
減
少
し
、

ま
た
は
生
息
地
の
範
囲
が
縮
小
し
て
い
る
鳥
獣
に
対
し
て
定

め
る
計
画
」
で
あ
り
、
現
状
に
即
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
な

い
。
正
確
な
個
体
数
に
あ
わ
せ
て
、
計
画
を
「
第
二
種
特
定

鳥
獣
管
理
計
画
」
に
見
直
し
、
対
策
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

【
答
弁
】（
副
知
事
、
部
長
）

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
今
年
度
の
出
没
件
数
は
、
令
和
５
年

11
月
末
で
７
０
１
件
、
有
害
捕
獲
数
は
１
１
７
頭
で
、
昨

年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
、
出
没
数
は
２・３
倍
、
有
害
捕

獲
数
は
１・５
倍
で
あ
る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
と
異
っ
て
繁
殖
力
が
低
く
、
過
度
の
捕
獲
は
地
域

絶
滅
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
、
現
在
は
「
第
一
種
特
定

鳥
獣
保
護
計
画
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
全
国
的
な
大
量
出
没
を

踏
ま
え
、
環
境
省
に
て
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
「
指
定
管
理
鳥
獣
」
へ
の

指
定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
県

で
も
生
息
地
の
範
囲
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
現
計
画
を
「
特
定

鳥
獣
管
理
計
画
」
へ
改
定
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
は
福
井
で
も
被
害
続
出

12
月 

代
表
質
問 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
保
護
計
画
の
見
直
し
を
‼

こ
れ
か
ら
の
福
井
の
林
業
は
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
！

12
月 

代
表
質
問 

林
業
政
策
を
質
す

▼ 一度見てくださいね。
のだ哲生

オフィシャルHP
公式LINE

（お知らせ用）
ＦＢ

（日頃の活動）のだ哲生事務所
〒918-8031福井市種池町3-36
E-mail：tkannoda@gmail.com

中国浙江省との30周年友好記念事業
（浙江省杭州市にて）

いろいろな地域行事が
戻ってきました

６人チームで倒した間伐木材をスイ
ングヤーダという機械のワイヤーで
引き上げ林道脇に集積する作業

無線で下の作業員
と連絡を取りなが
らワイヤーをかけ
る木を選ぶ
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原発政策

説明から
たった３日で

30
年
以
上
も
前
から
関
西
電
力

と

県
外
へ
の
搬
出
を
約
束
し
て
い
た
が
‥

福
井
県
に

貯
蔵
さ
れ
て
い
る

使
用
済
み
燃
料

関西電力の使用済み燃料と原発を巡る動き

1997年 福井県の栗田幸雄知事（当時）が、使用済み燃料
の中間貯蔵施設の県外設置を関電に求める

2015年
7月

福井県の西川一誠知事（当時）「発電は引き受け
るが、使用済み燃料まで引き受ける義務はない」

2017年
11月

関電の岩根茂樹社長（当時）が大飯原発３、４号
機再稼働と引き換えに、「18年中に県外保管先
の計画地点を示す」と約束

2018年
12月

岩根社長が西川知事と面会し「20年を念頭に、
できるだけ早い時期に具体的な計画地点を示せ
るよう努力する」と年内提示を断念

2020年
12月17日

電気事業連合会が、青森県むつ市の中間貯蔵施
設の共同利用の検討に着手すると表明

12月18日
宮下宗一郎・むつ市長（当時）は「市は核のごみ
捨て場ではない。全国の燃料を引き受ける必然
性はない」と反発

12月25日

関電の松村孝夫副社長（当時）が福井県副知事と
面会し「しっかり報告できない状況」と年内提
示を断念

運転開始から40年超の関電原発３基の再稼働に
ついて、杉本達治知事が「候補地の提示は全て
の議論の前提」と明言。地元同意は見通せず

2021年
2月12日

関電の森本孝社長（当時）が、使用済み燃料の
搬出選定について「23年末を期限に取り組む」
と、杉本知事に約束

2021年
4月

杉本知事が美浜３号機と高浜１、２号機の40年
超運転に同意

2021年
6月

美浜３号機が40年超運転を開始

2023年
5月

原発の60年超運転を可能とする改正電気事業法
が成立

2023年
6月12日

関電の森望社長が実証研究で高浜原発の使用済
み燃料約200トンをフランスへ搬出すると県に
報告

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

⃝
�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
２
０
２
６
年
度
か
ら
使
用
済
燃

料
の
受
入
れ
を
開
始
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
必
要
量
を

確
保
し
搬
出
す
る
こ
と
を
目
指
す

⃝
�

使
用
済
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
再
処
理
実
証
研
究
の
た
め
、

２
０
２
７
～
２
９
年
度
に
高
浜
発
電
所
の
使
用
済
燃
料

約
２
０
０
ト
ン
を
フ
ラ
ン
ス
に
搬
出
し
、
進
捗
・
状
況

に
応
じ
積
み
増
し
も
検
討
す
る

⃝
�

中
間
貯
蔵
施
設
の
他
地
点
を
確
保
し
２
０
３
０
年
頃
の

操
業
開
始
を
目
指
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
使
用
済
燃
料

の
貯
蔵
量
増
加
を
抑
制
す
る

⃝
�

発
電
所
構
内
に
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
を
検
討
す
る

県議会は猛反発‼（６月の全員協議会）

議員から　「ほかの使用済み燃料をどうするのか道筋がない。これまで候
補地確定に向けてどんな動きをしてきたかも説明がない。不透明なこと
ばかりで話にならない」

野田から　今回の関電がフランスへ 200 トン実証研究に持ち出すという
説明に、西村（前）経済産業大臣が「県外への中間貯蔵施設と同義」と
認めたことは中間貯蔵施設の定義を根本から変えてしまう大きな問題だ!

野
田
の
所
感

　
６
月
12
日
に
関
電
の
森
望
社
長
は
「
県
外
の
中
間
貯
蔵

と
同
等
の
意
義
が
あ
る
」
と
知
事
に
報
告
し
、「
県
と
の
約

束
は
ひ
と
ま
ず
果
た
さ
れ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、「
中
間

貯
蔵
施
設
の
計
画
地
点
の
確
定
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

国
内
の
候
補
地
は
示
さ
れ
ず
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
示
に

よ
っ
て
議
論
の
方
向
性
が
す
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
納
得

で
き
ず
、
多
く
の
県
民
も
そ
う
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
連
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
、
10
月
10
日
に
臨

時
議
会
が
開
か
れ
、
国
へ
の
意
見
書
の
賛
否
と
い
う
形
式

で
県
議
会
の
意
見
集
約
を
は
か
り
、
そ
の
３
日
後
の
13
日

に
は
、
知
事
が
経
済
産
業
大
臣
と
関
西
電
力
社
長
と
面
談

し
、
運
転
継
続
を
容
認
す
る
慌
た
だ
し
い
進
め
方
は
、
あ

ま
り
に
も
拙
速
す
ぎ
る
と
断
言
で
き
ま
す
。
知
事
が
、
議

論
不
足
の
中
で
、
立
地
市
町
や
県
民
が
置
き
去
り
と
な
り

民
意
が
十
分
に
汲
み
取
ら
れ
ず
に
「
総
合
的
に
判
断
」
し

た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
ま
す
。

12
月 

代
表
質
問

【
質
問
】

　
使
用
済
燃
料
の
県
外
搬
出
に
「一定
の
前
進
」
と
評
価
す

る
理
由
と
、
３
基
の
稼
働
継
続
を
容
認
す
る
に
至
っ
た
そ
の

判
断
根
拠
に
つ
い
て
、
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

【
答
弁
】（
知
事
）

　
10
月
13
日
に
関
西
電
力
の
森
社
長
か
ら
使
用
済
燃
料
対

策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
自
ら
先
頭
に
立
っ

て
必
要
な
搬
出
容
量
の
確
保
に
努
め
る
決
意
が
示
さ
れ
、

そ
の
確
実
な
履
行
を
担
保
す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
貯

蔵
容
量
を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
覚
悟
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
責
任
を
有
す
る
立
場
か
ら
、
前
面
に
立
っ
て
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
、
さ
ら
に
、
大
臣
と
知
事
が
密
接
に

協
議
を
す
る
場
を
設
け
る
と
い
っ
た
発
言
も
伺
っ
た
。
こ

う
し
た
点
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
「
一
定
の
前
進
」

が
あ
っ
た
と
い
う
評
価
と
、
県
議
会
、
立
地
市
町
の
意
見

も
踏
ま
え
、
総
合
的
な
観
点
と
し
て
、
来
年
以
降
の
美
浜

３
号
機
、
高
浜
１
、２
号
機
の
運
転
継
続
に
つ
い
て
理
解
を

示
し
た
。

12
月
予
算
決
算
特
別
委
員
会（
会
派
総
括
質
疑
）

【
質
問
】

　
国
と
事
業
者
か
ら 

１０
月 

１０
日
に
再
度
説
明
を
受
け
、

県
民
の
要
望
や
陳
情
も
併
せ
て 

１２
月
議
会
で
じ
っ
く
り
議

論
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
３
日
後
に
稼
働
継
続
を
容

認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
急
ぐ
べ
き
本
当
の
理
由
は
何

だ
っ
た
の
か
。

【
答
弁
】（
副
知
事
）

　
県
議
会
で
６
月
議
会
、
９
月
議
会
に
お
い
て
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
10
月
10
日
に
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
関
西
電
力
か
ら
改
め
て
説
明
を
受
け
、

同
日
の
本
会
議
で
、
関
西
電
力
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ

き
使
用
済
燃
料
対
策
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
国
に
求
め
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
10
月
13
日
に
改
め

て
関
西
電
力
の
森
社
長
と
西
村
経
産
大
臣
か
ら
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け
た
「
決
意
」
と
か
「
覚
悟
」
を
確

認
し
、
立
地
市
町
の
首
長
か
ら
の
意
見
も
確
認
し
た
上

で
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
運
転
継
続
に
理
解
を
示
し
た
。

議
論
を
急
い
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
は
考
え
て
い
な
い
。

10
月
10
日 

臨
時
議
会

国
と
関
電
が
再
説
明
へ

そ
し
て
10
月
13
日
に

知
事
は
大
臣
に

�

運
転
継
続
を
容
認

使用済み燃料を冷やすプール

関西電力の約束と報告

⃝�2023年末までに福井
県外に使用済み燃料
を保管する中間貯蔵施
設の候補地を確定

フランスで 使用フランスで 使用
済み済みMOXMOX燃料の燃料の
再処理の実証研再処理の実証研
究を実施究を実施

⃝�中間貯蔵施設は30年
ごろに2000トン規模
で操業開始

20年代後半に20年代後半に
フランスへフランスへ
約200トンを搬出約200トンを搬出

原発 使用済み燃料の
貯蔵量（貯蔵率）

美 浜 480トン（77％）
大 飯 1820トン（87％）
高 浜 1380トン（80％）

約200トンを
フランスへ

関西電力

福井県との
約束は
ひとまず
果たした

「県外に
保管場所を確保」が
「国外での研究に

搬出」に

搬出量は
３原発の貯蔵量
のわずか５％

中間貯蔵
施設は未定

のまま

10月には

6月には
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福祉政策

扶養２人以上の県立高校授業料無償化（所得制限撤廃）

※赤い箇所がR6.4月から拡大されます

9
月
補
正
予
算

「
ふ
く
育
県
」の
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

日
本
人
の
自
殺
者
の
約
７
割
が
男
性

9
月
定
例
会 

一
般
質
問 

男
性
が
相
談
で
き
る
社
会
へ

所
得
制
限
撤
廃
に
!!  

第２子の保育料無償化

※赤い箇所がR6.9月から拡大されます

扶養２人以上の私立高校授業料無償化（所得制限撤廃）

※赤い箇所がR6.4月から拡大されます

多子世帯の県内大学等の授業料減免

※赤い箇所がR6.4月から県の独自支援になります

【
質
問
】

　
私
は
、
２
月
定
例
会
に
て
、「
私
立

高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
」
の
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
か
拡
充
す
る
こ

と
を
提
言
し
、
知
事
は
「
国
の
子
育

て
政
策
を
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
高
校
に
行
き
や
す
い
選
択
肢
を

広
げ
ら
れ
る
施
策
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
を
踏
ま
え
、
改
め
て

県
と
し
て
所
得
制
限
の
撤
廃
を
早
期

に
実
現
す
べ
き
だ
が
、
今
後
の
導
入

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
弁
】（
部
長
）

　
少
子
化
対
策
に
お
い
て
は
、
結
婚
・

出
産
か
ら
高
等
教
育
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
国
が
検
討
を
進
め
て
い
る
児

童
手
当
や
奨
学
金
制
度
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
加
え
、
県
と
し
て
も
高
校
授

業
料
の
無
償
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
な
ど
、
今
後
検
討
を
進
め
、「
ふ

く
育
県
」
に
ふ
さ
わ
し
い
子
育
て
支

援
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
打
ち
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
具
体
的
な
導
入
時
期
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
実
現

に
努
め
た
い
。

【
質
問
】

　
日
本
人
の
自
殺
者
の
約
７
割
が
男
性
で
あ
り
、
令
和
４
年
の

日
本
の
自
殺
者
の
数
約
２
万
２
千
人
の
う
ち
１
万
５
千
人
が
男

性
で
、
女
性
の
２・１
倍
。
福
井
県
で
も
昨
年
１
１
４
人
も
の

方
が
自
ら
命
を
経
ち
、
そ
の
う
ち
男
性
が

 83
人
で
あ
る
。
ま

た
、
男
性
の
自
殺
者
の
年
齢
階
級
別
だ
と
特
に

 40
代

 50
代
の

割
合
が
多
く
、
男
性
の
自
殺
者
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
男
性
の
習
慣
や
こ
れ
ま
で
の
教
育
が
、
大
人
に

な
っ
て
も
周
囲
に
「
弱
み
」
を
見
せ
ら
れ
ず
、
相
談
を
た
め
ら

う
こ
と
が
起
因
す
る
の
で
は
。
現
在
の
義
務
教
育
課
程
に
お

い
て
「
相
談
す
る
こ
と
」「
助
け
を
求
め
る
こ
と
」
へ
の
教
育

方
針
や
機
会
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
学
校
で
学
ん
で
い
る
の
か
。

【
答
弁
】（
教
育
長
）

　
令
和
４
年
度
は
、
県
内
全
て
の
小
中
学
校
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

出
し
方
に
関
す
る
授
業
を
実
施
し
た
。
学
年
に
合
わ
せ
て

教
材
や
指
導
方
法
を
工
夫
し
、
学
級
活
動
や
道
徳
の
授
業

等
で
自
殺
予
防
教
育
を
進
め
、
日
頃
の
生
活
指
導
の
中
で

も
辛
い
時
に
「
辛
い
」
と
言
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
や
人
間

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
担
任
と
児
童
生
徒
が
面
談
を
行
う
機
会
を
定
期

的
に
設
け
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
う
な
ど
し
て
、

児
童
生
徒
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
発
信
し
や
す
く
な
る
工

夫
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

児
童
生
徒
と
の
全
員
面
談
を
実
施
し
て
相
談
し
や
す
い
関

係
を
作
り
、
周
囲
の
人
に
相
談
す
る
こ
と
へ
の
大
切
さ
に

つ
い
て
伝
え
て
い
る
。

【
質
問
】

　
県
で
は
、
平
成 

 31
年
に
「
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、

来
年
度
改
定
に
向
け
て
現
在
第
２
期
の
計
画
を
策
定
中
だ

が
、
自
殺
死
亡
率
は
計
画
の
目
標
数
値
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
５
年
間
の
自
殺
予
防
や
支
援
の
方
向
性
は
、
現
在

の
社
会
情
勢
や
、
個
人
の
価
値
観
に
寄
り
添
っ
た
対
応
だ
っ

た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
男
性
が
相
談
し
や
す
い
、
悩
み
を
聞

い
て
も
ら
え
る
社
会
を
作
る
た
め
に
次
期
の
「
自
殺
対
策
計

画
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
向
性
や
取
り
組
み
を
再
度
検
証
し
、

全
国
一
、
行
政
も
県
民
も
命
を
助
け
合
う
福
井
県
を
目
指
す

べ
き
。

【
答
弁
】（
知
事
）

　
本
県
も
全
国
の
状
況
と
似
て
お
り
、
自
殺
者
の
７
割
が
男

性
で
あ
る
こ
と
、
30
～
50
代
の
働
き
盛
り
の
男
性
が
４
割
を

占
め
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
現
在
の
自
殺
対
策
計
画
で
は

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
や
企
業
や
職
場
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
強
化
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
次
期
計
画
で
は
、
中
高
年
齢
の
男
性
は
な
か
な
か
周
り

に
助
け
を
求
め
に
く
い
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
相

談
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
作
る
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
兆
候
が
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
で
、

ご
本
人
が
気
を
使
わ
な
く
て
も
、
周
り
か
ら
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
計
画
策
定

の
中
で
活
か
し
て
い
き
た
い
。

県 1／3

県 1／3
県 1／4

野
田
が
２
度
の

�

一
般
質
問
で

自殺者の推移（全国）年齢階級別自殺者

� R5.厚生労働省�資料より� R5.厚生労働省�資料より

男性が男性が
７割を７割を
占める占める

40代50代で40代50代で
４割を超える４割を超える
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� Activities

福井の空き家活用モデルを
D I Yで！
空き家問題の福井県モデルの参考になれば・・

2023年の活動

11月13日〜14日
静岡県で農業政策や専門職大学、江
之島ビーチコート視察
静岡県はAOIプロジェクトという
先端的な科学技術による生産性向上
と、産学官金で農業関連分野のビジ
ネス展開を図っています

大学生の息子達がサウナ
キットをクラファンで応
援してもらい、現在外観
は完成‼
今年夏オープンを目標に!

今年からロードバイクを始め
ました。県議会にも自転車利
用促進の議員連盟（勉強会）
があり、私も風を浴びながら
福井県内の自転車道の状況を
確認していきます。

毎週木曜日朝の街頭演説は２年で
80回を超えました

静岡県立農林環境専門職大学

AOI-PARC内（農業の科学技術研究所）

地元の環境整備への要望（福井市）

社地区で憲法タウンミーティ
ング（講演会）同時開催

有志メンバーが集まり意見交換

サウナキット枠組み完成（12月）サウナの基礎は慎重に

民間会社で県政報告

歩道に樹木がせりだし歩行者支障あり
BeforeBefore AfterAfter

浜松市の江之島ビーチコート 有志で毎年制作している江守の里の山車

社西公民館祭り
（10月）

新種池文化祭も復活！
（10月）

秋フェス�for�ジュニア（地元の事業所が協賛）�（10月）

自治会の祭りもあちこちで復活！
（8月）

社南納涼祭（7月）

視察 地域

要望

県政報告会

街頭演説

自主活動

7月7月

9月9月
11月11月

すごい！

息子と
２人で
作業も‥

もっとイイ!
福井県を!!
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